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犬蛆虫幼虫排泄･分泌物抗原に対する

マウスの免疫応答

再感染マウスの肝臓でみられる幼虫捕捉現象と

液'性免疫応答の関連性について

赤尾信明

(昭和59年７月31日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｔｍｏｃａ７ａａｚ７２ｉｓ，larvale

immunity，ＢＡＬB/ｃｍｉｃｅ

larvalexcretory-secretoryantigｅｎ，antigenrecognition，protective

幼虫包蔵卵投与後のマウスの免疫応答，とりわけ本虫由

来抗原の中でも特異性がもっとも高い（KoizumieraZ.，

1983：赤尾ら，1983）と考えられる幼虫排泄．分泌物

(ES）抗原に対する免疫応答が，再感染における肝臓で

の幼虫捕捉現象とどのように関連するかを検討した．

緒言

寄生虫の再感染に対する宿主の抵抗性については，寄

生虫病流行地における疫学調査や，さまざまな動物実験

モデルを用いた研究から，宿主に獲得性免疫が誘導され

ることによって生じることが知られている．なかでも

SchistoSomamα"so"i，Ｓ・ノiaemato6izJm，Ｔｒｉｃｈｉ"e〃α

spiγα"s,Ｈｊﾉｍｅ"o/"is〃α"αなどでは，再感染に対して

－部の宿主は強い抵抗性を示すことが報告されている．

(SmithersandTerry,１９６５；BradleyandMcCullough，

1973；ＫｎｏｆＣｔａＺ.，１９７７；Ｇｒｏｖｅｅｔα/､，１９７７；Ｉｔｏａｎｄ

Ｙａｍａｍｏｔｏ,1976)．

Ｔｏ工ocαγαｃα"ｉｓについても，その幼虫包蔵卵の投

与によって宿主に再感染防御能を生ずることがＬｅｅ

(1960)，Olson（1962)，Fernando（1968)，加藤(1973)，

近藤ら（1976)，SuganeandOshima（1983）らによっ

て報告されている．これらの報告によれば，犬蛆虫幼虫

包蔵卵を投与された家兎あるいはマウスでは，肝臓で捕

捉される幼虫が再感染によって増加すると共に，この現

象には好酸球が密接に関係していることが指摘されてい
る．

最近，寄生虫感染に対する宿主の感受性の相違を，そ

の寄生虫抗原に対する抗原認識機構の違いから説明しよ

うとする試みがなされている（JungeryandOgilvie，

1982；ShapiroandMurray，1982)．本論文では犬蛆虫

材料および方法

１．虫卵の調整

実験に用いた犬蛆虫幼虫包蔵卵（以下，虫卵と略す）

は近藤（1970）の方法に従って調整した．即ち，犬蛆虫

自然感染犬より採取した成熟雌成虫の子宮内虫卵を,０．５

％ホルマリン水中で30°Ｃの孵卵器を用いて培養し，３０

日以上経過したものを用いた．培養後の虫卵は50％次亜

塩素酸ナトリウム水溶液で１分間処理することにより除

蛋白膜操作を行い，蒸留水で充分水洗ののち，感染実験

あるいはＥＳ抗原採取のための幼虫回収に供した．な

お，感染実験には同一日時に培養して除蛋白膜操作を行

った同一ロットの虫卵を用いた．

２．マウスへの感染

感染のために用いたマウスはＢＡＬＢｂＳＰＦ・雄・５

週齢（体重20～229・静岡実験動物協同組合）である．

１回感染あるいは再感染後の幼虫の体内分布の検討のた

めには，６０匹のマウスを６群（Ｉ～Ⅳ群）に分け，次の

ようなスケジュールで感染を行った．即ち，虫卵500個

を各々のマウスに経口投与し，１回感染群は感染後２週

目（Ｉ群)，４週目（Ⅱ群)，７週目（Ⅳ群)，９週目（Ｖ

群）にそれぞれ剖検した．また，再感染群は初感染後２

週目（Ⅲ群）あるいは７週目（Ⅵ群）に同数の虫卵によ

り再感染を行い，いずれも再感染後２週目に剖検した．
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３マウス諸臓器からの幼虫の回収方法

感染後所定の日時に達したマウスは，心臓穿刺による

採血ののち，１群10匹のうち任意の５匹について剖検し，

近藤（1970）の方法を－部改変して各臓器からの幼虫の

回収を試みた．即ち，冑・腸管は縦に切開して内容物を

リン酸緩衝生理食塩水（以下，ＰＢＳと略す，ｐＨ7.2）

で洗い流したのち，ブレンダー（トミー精工ＫＫ.，

東京）で１分間破砕した．次いで人工胃液（0.5％Ｗ/Ｖ

l：１０００ペプシン，0.7％Ｖ/Ｖ％塩酸）５０ｍｌを加え，

37°Ｃの'恒温槽で３時間，時々攪枠しながら消化した．

肝臓，肺臓も同様にして消化した．開頭により取り出し

た脳（嗅球，大脳，小脳，延髄）は約２ｍｍ３に細切し，

２枚のスライドグラスで圧平ののち光学顕微鏡下に寄生

幼虫数を算定した．皮膚を取り除いたあとの筋肉，骨組

織，心臓，生殖器，その他の脂肪組織（以下，筋組織と

略す）は一括して直鋏で細切ののちブレンダーで５分間

破砕し，人工胃液を加えて同様に消化した．消化終了

後，筋組織以外の臓器については3000rpm・５分間遠心

して上清を捨て，沈澄に含まれる幼虫数を実体顕微鏡下

に算定した．筋組織については沈法が多量になるため，

遠心後の沈澄にＰＢＳを加えて５０ｍｌとし，充分混和後

その５ｍｌを３回とり，その平均を１０倍して筋組織内幼

虫数とした．

４．ＥＳ抗原の調整

幼虫ＥＳ抗原は，近藤ら（1981）の方法により集めた

活発に運動する第２期幼虫を，deSavigny（1975）の

報告を若干改変した方法により無菌的にｉ７ｚＵｉｔｒｏ培養

し，その培養上清を濃縮して作製した（KoizumietaZ.，

1983)．蛋白濃度の測定はＬｏｗｒｙｅｔａＺ．（1951）の方法

に従って行った．

５．感染マウス血清と幼虫ＥＳ抗原との反応

幼虫ＥＳ抗原に対する感染マウスの抗原認識の解析

は，赤尾ら（1983）の方法に従ってＳＤＳ－ポリアクリル

アミドゲル電気泳動法（以下，ＳＤＳ－ＰＡＧＥと略す）と

Immunoblotting法を組合せた間接酵素抗体染色法に

よって検討した．即ち，１ｍｇ/ｍｌに調整した幼虫ＥＳ

抗原の１０’1をＳＤＳ－ＰＡＧＥにより分画し，そののち

nitrocellulose膜にその分画を転写した（Southern，

1975)．この膜と，前述の感染実験に用いた各々の群の

マウス血清とをＴｏｗｂｉｎｅＺａＪ．（1979）の方法に従って

反応させた．そのあと，ペルオキシダーゼ結合抗マウス

IgGヤギＩｇＧ抗体（カッペル社，ＵＳＡ）を反応させ，

感染マウス血清中のＩｇＧ抗体と反応する幼虫ＥＳ抗原

分画を同定した．今回用いた感染血清の希釈倍数は１：

20,ペルオキシダーゼ結合抗マウスＩｇＧ血清のそれは

１：200である．

６．感染血清による受動免疫

感染血清の受動免疫によってrecipientマウスに誘導

される防御効果の検討のために以下の実験を行った．９０

匹のＢＡＬB/ｃマウスを３群にわけ，前述と同様の方法

で虫卵500個を投与した．第１群は１回感染後４週目に

心臓穿刺によって採血し，また第Ⅱ群は初感染後７週目

に同数の虫卵を再投与して２週間目に採血した．得た血

清はそれぞれにプールして-80°Ｃに保存した．また第

Ⅲ群は，第Ⅱ群と同週齢の生後14週齢の非感染マウス群

で，同様に採血して対照血清とし受動免疫に用いた．

recipientマウスへの受動免疫スケジュールとその後

の感染ならびに剖検時期は以下のごとくである．即ち，

１回感染血清あるいは再感染血清をrecipientマウスの

腹腔内に0.5ｍlずつ連日３日間注射し，４日目に虫卵

500個を投与した.感染後２週目に剖検し，前述と同様の

方法でマウスの肝臓内および脳内幼虫数を算定した．対

照としては非感染マウス血清あるいは生理食塩水を用い

て，腹腔内注射とその後の感染を同様のスケジュールで

行い，２週目に剖検した．またrecipientマウスの末梢

好酸球数の算定は，剖検時尾静脈から採血した血液を用

いて，Hinkelmann液（0.5％Ｗ/ＶエオジンＹ，０．５

％Ｖ/Ｖホルマリン，0.475％Ｖ/Ｖフェノール）によ

り染色して血球計算盤により行った．

実験結果の解析にはＺ検定を用い，ｐ＜０．０５をもって

有意差ありと判定した．

結果

１．１回感染あるいは再感染後の幼虫の体内分布

虫卵500個を経口感染させたときのマウス諸臓器から

の幼虫の回収成績はＴａｂｌｅｌに示した．感染後２週目

（Ｉ群)，４週目（Ⅱ群)，７週目（Ⅳ群)，９週目(Ｖ群）

に剖検した１回感染群では総回収幼虫数の90％以上の幼

虫が脳と筋組織に分布していた．ところが，初感染後２

週目に同数の虫卵を再投与し，２週間後に剖検した再感

染群（、群）では脳と筋組織に分布していた幼虫が総回

収幼虫数の約80％と，１回感染群に比較して減少してい

た．しかし，肝臓から回収された幼虫数は57.5±10.9隻

(平均±SE）であり，Ｉ群（7.0±1.7隻）あるいはⅡ群

(3.8±1.6隻）に較べて有意（それぞれｐ＜０．０２とｐ＜

0.01）の増加が観察された．また，Ⅲ群の脳に分布して

いた幼虫数（116.3±7.3隻）はＩ群とⅡ群の脳から回収

された幼虫数（それぞれ52.3±6.3隻と65.0±6.2隻）の
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TablelRecoveryofTojrocaracα"ｉｓlarvaefromvariousorgansofBALB/ｃmiceafter

primaryandsecondaryinfectionswith500embryonatedeggs

Weeksafterinfection Number＊oflarvaerecoveredfromＮｕｍｂｅｒ

ｏｆｍｉｃｅ

ｅｘａｍｉｎｅｄ
Group

PrimarySecondaryGI-tract↑ Ｌｉｖｅｒ Ｌｕｎｇ Ｂｒａｉｎ Ｍｕｓｃｌｅ Ｔｏｔａｌ

５
５
５
５
５
５

２
４
２
７
９
７

２
６

０
０

０
０
０
＋
’
０
＋
’

２
２

０
１

７．０±１．７

３８±１．６

５７．５±１０．９＊

１２．４±１．３

１５．６±3.5

160.6±37.7ｉｔ

３
２
３
４
８
０

６
６
７
５
７
６

士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

３
０
３
６
２
２

２
５
６
８
１
１

５
６
１
７
７
８

１

７
２
９
２
６
５

１
０
０
０
０
０

＋
｜
＋
｜
士
十
一
十
一
十
一

０
４
３
６
６
８

７
０
４
１
１
０

１６６．８±１４．９

７７．４±１２．４

１５０．８±１５．３

１２３．２±１３．２

１２５．２±９．７

１３０．０±１０．０

４
２
１
０
６
９

８
２
３
４
２
６

１
１
１
１
１
３

＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
一
十
一

５
６
０
０
６
８

２
６
３
６
３
５

３
４
３
１
１
５

２
１
３
２
２
３

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ

２

２

＊
十
’
十
十

Ｍｅａｎ±SE

GI-tract：Gastrointestinaltract

Significantdifferencefromprimarilyinfectedgroups（Ｐ＜0.02）
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Fig.１AntigenicrecognitionfollowingprimaryandsecondaryinfectionsofBALB/cmicewith
embryonatedeggsofT・ca7zfs・ＦｉｇｕｒｅｓｉｎｄｉｃａｔｅｌｇＧａｎｔｉｂｏｄｙ－ｂｉｎdingantigensinlarvalexcre‐
tory-secretoryproductsofT・ca7Iisreactingwith：（Ａ)theserumfrommice4weeksafterprimary

infection，（B）theserumfrommicechallengedafter2weeksofprimaryinfection（C）theserum
frommice9weeksafterprimaryinfection，（Ｄ）theserumfrommicechallenged7weeksafter
primaryinfection、Ｌａｎｅ（E）indicatestheprofileoflarvalexcretory-secretoryproductsstained
withsilverreagent，Molecularweightofeachmarkerproｔｅｉｎｉｓａｌｓｏｉｎｄｉｃａｔｅｄａｔｔｈｅｒｉｇｈｔｏｆｔｈｅ
ｌａｎｅＥ．

（８５）



296

Ｔａｂｌｅ２ＲｅｃｏｖｅｒｙｏｆＴｂ工ｏｃａ７ａｃα"islarvaeandeosinophilcountsinperipheralblood
ofrecipientBALB/c，passivelytransferredwitheitherserafromreinfected，
primarilyinfected，uninfectedgroupsofdonors,ｍｉｃｅｏｒｓａｌｉｎｅ

Number§oflarvae
recoveredfrom Eosinophil

counts(perβl)§
Ｎｕｍｂｅｒｏｆ

ｍｉｃｅｕｓｅｄ
Serumusedfor

passiveimmunizatio、 Ｌｉｖｅｒ Ｂｒａｉｎ

３，３１１±５６７

４，０２１±４３０

２，３８９±４１８

３，１０９±７２４
６
５
４
５

３
０
２
１

士
十
一
十
一
十
一

２
５
４
２

●
●
●
●

４
９
７
５

６
１
１

１８．０±５．９

ＮＤ１１

ＮＤ

４０､７±７．８

Reinfected＊

Primarilyinfected↑

Uninfectedt

Saline

６
６
５
６

Eachmousewasintraperitoneallygiven０．５ｍｌｏｆｓｅｒｕｍｆｒｏｍｄｏｎｏｒｍｉｃｅｆｏｒ３ｃｏｎ‐

secutivedayspriortochallengeinfection、Necropsyoftherecipientmicewasperformed
２weeksafterchallengeinfection．

＊Ｓｅｒａｔａｋｅｎｆｒｏｍｍｉｃｅ２ｗｅｅｋｓａｆｔｅｒｓｅcondaryinfection、Secondaryinfectionwas

givenat7weeksofprimaryinfection．

↑Seratakenfrommice4weeksafterprimaryinfection．↑

ｔ

§

1１

Seratakenfromuninfectedmice・

Ｍｅａｎ±ＳＥ

ＮＤ：ｎｏｔdone．

抗原と反応しなかった．

３．再感染血清の受動免疫による肝臓での幼虫捕捉現

象の誘導

再感染マウスでみられた肝臓での幼虫捕捉現象と，異

なるＥＳ抗原分画に対するマウスの免疫応答が肝臓での

幼虫捕捉現象と関連しているか否かを確かめるために，

感染血清の受動免疫による実験を行った（Table２)．

初感染後７週目に再感染を行ったのち２週目に採血し

たＢALB/ｃマウスのプール血清を，同系のマウスに

0.5ｍｌずつ３日間，腹腔内注射を行った．最終注射の

翌日に500個の虫卵を経口投与し，２週間後に剖検して

肝臓内の幼虫数を前述の方法に従って算定したところ，

64.2±3.6隻の幼虫が回収された．ところが，１回感染

後４週目の血清をrecipientマウスに受動免疫したのち

感染を行った群では，肝臓から回収された幼虫数は19.5

±0.5隻であり，再感染マウス血清による受動免疫によ

って肝臓内にとどまる幼虫数は有意（p＜0.001）に増加

していた．対照として用いた非感染マウス血清投与群と

生理的食塩水投与群の肝臓から回収された幼虫数はそれ

ぞれ17.4±２．４と5.2±1.5隻であり，再感染血清投与群

との間には有意の差（p＜0.001）が認められた．また非

感染投与群と生理的食塩水投与群との間にも推計学的に

差がみられた（p＜0.02)．しかし１回感染血清投与群と

非感染血清投与群との間には有意差は認められなかっ

た．

合計にほぼ等しい幼虫が回収され，脳における幼虫の集

積性が観察された．肝臓から回収される幼虫数は初感染

後７週目に再感染を行うとさらに増加した．即ち，Ⅵ群

の肝臓からは160.6±37.7隻の幼虫が回収でき，１回感

染群に比べ有意（P＜0.02）に増加していた．またⅢ群

の肝臓からの回収幼虫数との間でも有意（p＜0.05）の

増加がみられた．しかしⅥ群ではⅢ群でみられたような

再感染による幼虫の脳への集積性は観察されなかった．

２．感染マウス血清と反応する幼虫ＥＳ抗原分両

虫卵500個を１回のみ投与した１回感染群，あるいは

初感染後２週目または７週目に再投与した再感染群のマ

ウス血清と反応する幼虫ＥＳ抗原分画を，ＳＤＳ－ＰＡＧＥ

とimmunoblotting法を組み合せた間接酵素抗体染色

法によって解析した．１回感染後４週目あるいは９週目

のマウスでは，主としてＥＳ抗原の分子量（ＭＷ）４０

ＫＤ付近および30ＫＤ以下の分画に対するＩｇＧ抗体の

産生が認められた．これに対して再感染群のマウスで

は，上述の分画以外にＭＷが80ＫＤおよび32ＫＤの分

画との反応が強くみられた．この反応は初感染後７週目

に再感染を行った時のほうが，初感染後２週目に再感染

を行った時よりも強く出現した．またＭＷがlOOKD

以上の分画に対する反応は１回感染群に較べて再感染群

で幾分強くなったが，他のＥＳ抗原分画の反応と比較す

るとその反応性は弱いものであった（Ｆｉｇ．１)．

感染２週目のマウス血清は今回の実験条件ではＥＳ

（８６）
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また，再感染血清を移入したマウスでは脳に移行した

幼虫が，生理的食塩水投与群に比べて減少していた（ｐ

＜0.1）なお，recipientマウスの末梢血好酸球数と移

入した血清の種類との間には関連がみられなかった．

ＥＳ抗原中の特定の分画に対する宿主の免疫応答，即ち

再感染によって誘導される特定の抗原分画に対する二次

免疫応答と深く関係していると,思われる．

JungeryandOgilvie（1982）は，ＴγＩＣＡ伽"αＷγα‐

Zｉｓに対して強い排虫現象のみられるＮＩＨマウスと排

虫が遅延するＣ３Ｈマウスを用いた実験から，ＮＩＨマ

ウスはＴ・Ｗ７α"ｓのstage-specificなSurface抗原を認

識して抗体産生を行い得るが，Ｃ３Ｈマウスではそのよ

うな抗原に対する抗体産生は認められず，ある特定の抗

原に対する宿主の抗原認識機構の相違がマウスにおける

Ｔ・ｓＰｉＭｉｓの排虫現象を決定ずけていると推察してい

る．またShapiroandMurray（1982)も，nyPa7zoso"!α

6”ceiに対して非感受性（感染しても死亡しない）の

Ｎ'ｄａｍａ牛はtrypanosome抗原中のＭＷ：l10KU

l50KD,300ＫＤの分画中のすくなくともいずれか１つ

に対する抗体産生が認められたが，感受性（感染すると

死亡する）のＺｅｂｕ牛ではこれらのいずれの抗原分画に

対する抗体も認められなかったと報告している．このよ

うに，寄生虫感染に対する感染防御能の発現にはある特

定の寄生虫抗原に対する宿主の免疫応答が深く関ってい

ると考えられている．

犬蛆虫卵を再感染させたマウスにおいてみられる感染

防御能の発現には二次免疫応答の結果惹起された液性抗

体が関与する．つまり，この抗体は再感染を完全に阻止

することはできないが，侵入した幼虫を肝臓で捕捉する

ことによって以後の移行を抑制し得ると思われる.また，

非感染マウス血清の移入群と１回感染後４週目の血清移

入群との間では肝臓内幼虫数に有意の差はみられなかっ

た．しかし生理的食塩水投与群との間には推計学的有意

差（p＜0.02）が認められたことについては，肝臓での

幼虫捕捉現象の発現に正常マウス血清中の非特異的液性

因子が－部関与しているのではないかと考えられた．

MaizelsetaZ．（1984）は，犬蛆虫症患者血清あるい

はマウスの腹腔内に第２期幼虫を接種したのちＥＳ抗原

で追加免疫を行なって得た血清とＥＳ抗原との反応性の

解析から，ＥＳ抗原の全ての分画は感染血清と反応する

が，正常血清とは４００ＫＤの分画のみが反応したと報

告している．著者の結果では全てのＥＳ抗原分画に反応

するＩｇＧ抗体の産生は，ただ１回の感染では認めらら

れず，再感染後に得られた血清は全分画と反応した．

今回の実験では，recipientマウスに移入された再感

染マウス血清が侵入してきた幼虫に対してどのように作

用するかについては明らかにし得なかった．Yongand

Dobson（1982．ａ．ｂ）は，広東住血線虫に対する免疫

考察

犬蛆虫幼虫包蔵卵をただ１回，非好適宿主であるマウ

スに感染させると，侵入した幼虫は肝臓を通過して全身

の筋肉や脳内に移行する（Sprent，1952)．しかし，繰

返し虫卵を感染させると肝臓でとどまる幼虫数は増加す

る．Ｌｅｅ（1960）は，この幼虫捕捉現象が既感染に対す

る宿主の抵抗性の現われであると考えた．近藤ら(1976）

もｄｄＹ系マウスを用いた追試から，感染を繰返すこと

によって肝臓から回収される幼虫が増加することを認

め，マウスにおける実験的犬蛆虫幼虫移行症の再感染防

御効果発現部位としての肝臓の役割を強調した．最近

SuganeandOshima（1983）は，ＢALB/ｃ系ヌードマ

ウスを用いた実験により，再感染マウスでみられる肝臓

での幼虫捕捉現象には好酸球性肉芽腫形成が関与し，肝

臓で捕捉された幼虫は好酸球によって殺滅されてゆくの

ではないかと報告している．今回著者は，再感染マウス

の肝臓でみられる幼虫の捕捉現象が宿主のいかなる免疫

応答を反映しているかを，幼虫ＥＳ抗原に対する液性免

疫応答から解析した．

即ち，ＳＤＳ－ＰＡＧＥによって幼虫ＥＳ抗原を分画し，

１回感染のみのマウス血清と再感染を行ったマウス血清

とが認識する抗原分画をSouthernblotting法と間接

酵素抗体法を用いて検討した．その結果，再感染マウス

は，１回感染マウス血清との間では反応のみられなかっ

た幼虫ＥＳ抗原分画中のＭＷが80ＫＤと32ＫＤの分画

を強く認識するＩｇＧ抗体の産生がみられた．そしてこ

れらの分画に対する反応は，肝臓で捕捉される幼虫数が

さらに増加した群（初感染後７週目に再感染を行ったⅥ

群）でより強くみられた．

犬蛆虫卵の再投与による二次免疫応答の結果産生され

た抗体が肝臓での幼虫捕捉現象に関与することが感染血

清の受動免疫による実験で明らかになった．即ち，初感

染後７週目に再感染を行い２週間経過したマウスの血清

を同系統のマウスに移入すると，その後の攻撃感染によ

って肝臓から回収される幼虫数が，１回感染血清や非感

染血清あるいは生理的食塩水のみを移入した群と比較し

て，有意に増加した．このことは再感染マウスでみられ

る肝臓での幼虫捕捉現象が宿主の免疫学的機序に基ずく

ものであることを示している．さらに，この現象は幼虫

（８７）
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深く関っていることが示唆された‘血清を移入されたラットでは同虫の攻撃感染に対して強

い防御効果がみられるが，この作用は移入された免疫血

清によってrecipientラットでの抗広東住血線虫抗体産

生が抑制されることによって発現されると述べている．

またBehnkeandParish（1970）は，MmaZoqPiroi‐

αＣｓ血6伽感染マウス血清を同系のマウスに受動免疫

した際にみられる腸管からの虫体排除の報告の中で，虫

体の排除には投与された血清によって虫体が直接傷害さ

れることのほかに，免疫血清によってparasitetoxinsが

中和され効果的な免疫応答の発現を容易にしているため

と考えている．さらに彼らは，Ⅳ.‘"６，ｓを繰返し感染

させて得たマウス血清は正常マウスに防御免疫を誘導で

きるが，１回感染マウス血清にはこの効果はないと述べ

ている．またこの免疫血清による防御効果は繰り返し感

染によって多量に産生されるＩｇＧ，によってもたらされ

ると考えられている（PrichardetaZ.，1983)．

犬蛆虫感染マウスにおいてはこのような液性免疫応答

だけでなく，細胞性免疫も誘導され（KayesandOaks，

1980)，またＴ細胞欠損マウスでは再感染によっても肝

臓で捕捉される幼虫数が増加しない（SuganeandOshi‐

ｍａ,1983）という報告もあり，再感染マウスの肝臓でみ

られる幼虫捕捉現象の発現機構には液性・細胞'性免疫の

両者が協同して関与しているとも考えられ，今後さらに

検討を加えたい．
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IMMUNE RESPONSE TO EXCRETORY-SECRETORY PRODUCTS OF SECOND

STAGE LARVAE OF TOXOCARA CAMS: HUMORAL IMMUNE

RESPONSE RELATING TO LARVAL TRAPPING IN THE LIVERS

OF REINFECTED MICE

Nobuaki AKAO

(Department of Parasitolgy, School of Medicine, Kanazawa

University, Kanazawa City, Japan)

The present study was performed to examine the relationship between the phenomenon of

larval trapping in the livers of mice receiving reinfection with embryonated eggs of Toxocara canis

and antigen recognition against the excretory-secretory products of second stage larvae (LES) in

mice. Six groups of BALB/c male mice, consisting of 5 individuals each, were orally given 500

embryonated eggs in primary or secondary infection. Recovery of larvae from various organs in

mice was carried out either 2, 4, 7 and 9 weeks after primary infection, or 2 weeks after secondary

infection. The secondary infection was done 2 or 7 weeks after primary infection. In the groups

of primary infection, most of the larvae migrated into the muscle tissues or brain. In contrast,

there was a significant increase in the number of larvae accumulating in the livers in mice

receiving reinfection (p<0.02). Humoral immune respons of infected mice to LES were assessed

by sodium dodecyl sulfate-polyacrylamide gel electro- phoresis and immunoblotting technique.

Sera from mice receiving both primary and secondary infections recognized 80 KD and 32 KD

dalton antigens of LES, whereas those from primary infected mice did not. Passive transfer of

the sera taken from donors receiving secondary infection at the 7th week after primary infection

apparently induced hepatic larval trapping in recipient mice following infection. When mice

received intraperitoneally 0.5 ml of sera from reinfected mice for three consecutive days before

challenge infection, they harboured significantly larger number of larvae in their livers than those

mice receiving sera from mice with primary infection, uninfected sera and saline (p<0.001).

These results suggest that IgG antibody response against some particular components of LES in

challenge mice might participate in induction of increasing hepatic larval trapping.
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